
公民  3 3 中 3  社会 ふつう  その 1

国家と主権
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

国家はどのような条件で成り立ち、国どうしはどんなルールで関わるのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 国民とは、その国の をもつ人々のことである。

2 公海自由の原則は、 として守られてきた。

3 主権国家は、ほかの国の内政に口出ししてはならないという原則を という。

4 国際司法裁判所は、オランダの にある。

5 領域は、主権がおよぶ陸・海・ の範囲である。

6 国際司法裁判所で裁判が始まるには、争っている国の が必要である。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 日本の国旗は日章旗である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 大きさや豊かさにかかわらず、主権国家は対等ではない。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 日本の国歌は君が代である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 国と国との関係を定めたきまりを国際法という。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 日本の国旗と国歌について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 国旗は日章旗で国歌は君が代である イ 国旗は君が代で国歌は日章旗である

ウ 国旗と国歌は法律で定められていない エ 国旗・国歌法は1945年に定められた

12 国際社会の争いの解決について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 武力で解決することが基本である イ 話し合いで解決しようとすることが平和を支えている

ウ 争っている国の同意がなくても国際司法裁判所で裁判

が始まる

エ 国際法は守らなくてよい
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